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【中途エンジニア採用動向調査】
採用予算を増やした企業のうち、

5社に1社が提示年収を最大100万円引き上げ

レバテック株式会社が運営するITエンジニア・クリエイター専門エージェント、レバテックキャリア(
https://career.levtech.jp/ )は、中途採用担当者300名を対象に、ITエンジニアの2021年1月から
12月までの採用動向調査を実施しました。本調査は前編・後編に分かれた発表となり、前回の
調査に続く*1「採用動向調査」の後編をお届けします。

*1.2022年8月発表「中途エンジニア採用動向調査（前編）」
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000480.000010591.html

＜調査サマリー＞

1. 採用予算を増やした企業のうち、5社に1社が提示年収を最大100万円引き上げ　
2. 最も利用頻度が高い採用チャネルは、「掲載型求人媒体」
3. 全体の約6割が、「エンジニア専門の採用担当がいる」と回答

https://career.levtech.jp/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000480.000010591.html


①採用予算を増やした企業のうち、5社に1社が提示年収を最大100万円引
き上げ
例年に比べて、ITエンジニアの採用予算に変動があった企業は全体の32.4%でした。そのうち、
採用予算が上がった企業は全体の24.7%となり、下がった企業は全体の7.7%です。4社に1社が
エンジニア採用への投資額を増やしており、多くの企業でエンジニア採用に対する意欲が高まっ

ていることが読み取れます。

採用予算が上がった企業のうち、提示年収の増加額で最も多かったのは「10万円未満（47.3
％）」という結果になりました。ついで、「10万円～50万円程度（25.7％）」「51万円～100万円程度
（20.3％）」と続きます。採用予算が増加した企業の約半数が10万円未満の微増である一方で、
4社に1社が最大50万円程度、5社に1社が最大100万円程度まで、提示年収金額を上げたこと
が明らかとなりました。

一方、採用予算が下がった企業のうち7割以上の企業が、提示年収の減少額は「10万円未満」
に留まる結果となりました。例年、市場競争が激化するエンジニア採用では、例年よりも大きく提

示年収が下がることはないようです。



②最も利用頻度が高い採用チャネルは、「掲載型求人媒体」

中途エンジニア採用で利用している転職チャネルで、最も利用頻度が多いのは「掲載型求人媒

体（60.0％）」でした。ついで、「人材紹介（43.3％）」「スカウト型求人媒体（32.0％）」「自社HP（
28.0％）」と続きます。掲載型の求人媒体や人材紹介を通して求職者からの応募を待ちつつ、ス
カウト媒体で採用したい人材に直接アプローチをする企業も多いようです。（複数回答）

2022年5月発表の調査では*2、社会人エンジニアが利用する転職チャネルで最も利用頻度が高
いのは「掲載型求人媒体（27.4%）」でした。ついで、「転職エージェント（23.2%）」「スカウト（
16.9%）」であったことから、エンジニアを採用する企業と求職者の間では採用（転職）手段に大き
な齟齬はないことが分かりました。

*2.2022年5月発表「ITエンジニアの転職チャネル調査」
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000462.000010591.html

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000462.000010591.html


③全体の約6割が、「エンジニア専門の採用担当がいる」と回答
　

採用担当者が抱えている採用課題として最も多かったのは、「面接の通過率が低い（26.7％）」で
した。4社に1社以上が、自社の採用要件に見合う求職者と出会えていないことが予想されます。
ついで、「自社の魅力付けができない（22.0％）」「書類通過率が低い（21.3％）」「母集団形成が
できない（20.0％）」と続きます。
　

ITエンジニアの中途採用において、エンジニア専門の採用担当者がいる企業は全体の57.0%で
した。半数以上の企業が、エンジニア職の採用に特化した採用担当者を置いているようです。一

方、エンジニア専門の採用担当者がいない企業は全体の43.0%となり、ビジネス職などの他職
種と兼任でエンジニア採用を進めている採用担当者も多いことが分かりました。





＜レバテックキャリア事業責任者からの一言＞

今回の調査結果から、おおよそ4社に1社が例年よりも採用予算を増加したことが分かりました。
そのうち4割以上の企業が、求職者への提示年収を最低10万円から最大100万円増加したこと
が明らかとなったことから、ITエンジニアの価格競争がさらに激化していることが読み取れます。

中途エンジニア採用では、面接通過率の向上や母集団形成の強化に課題を感じている企業が

多いことから、採用要件にマッチする人材と出会えてないことが伺えます。さらに、全体の4割以
上の企業では、エンジニア職採用に特化した担当者を設けていないことが明らかとなりました。エ

ンジニアの採用強化を目指す企業は、エンジニア専門の採用担当の設置や、スカウト媒体など

を活用して自ら要件にマッチする人材を獲得する攻めの施策を強めてみると良いかもしれませ

ん。

＜調査概要＞

調査対象：中途採用担当者300名
調査実施年月：2022年5月24日～2022年5月27日
調査方法：Webアンケート調査
有効回答数：300名
調査主体：レバテック株式会社

実査委託先：楽天インサイト株式会社



レバテック株式会社

レバテック株式会社では、「IT業界のエンジニア・クリエイターの人生に寄り添う」をミッションに掲げ、Web・IT業
界のエンジニアと企業を繋ぐSES（システム・エンジニアリング・サービス）事業を展開しています。現在は業界
最大手のフリーランスエンジニア専門エージェント「レバテックフリーランス」ほか、転職エージェント「レバテック

キャリア」など、エンジニア・クリエイターのキャリアアップのための様々なサービスを提供。累計登録者は30万
人を超えます。

▽「レバテックフリーランス」フリーランスエンジニア専門エージェント

https://freelance.levtech.jp/
▽「レバテッククリエイター」フリーランスクリエイター専門エージェント

https://creator.levtech.jp/
▽「レバテックダイレクト」ITエンジニア・クリエイター専門求人サイト
https://levtech-direct.jp/
▽「レバテックキャリア」エンジニア/クリエイター専門の転職支援
https://career.levtech.jp/
▽「レバテックエキスパート」年収800万円以上のハイクラスエンジニアの転職支援
https://career.levtech.jp/expert/
▽「レバテックルーキー」エンジニアに特化した新卒向け就職支援エージェント

https://rookie.levtech.jp/
▽「レバテックカレッジ」大学生・大学院生対象エンジニア就活特化のプログラミングスクール
https://rookie.levtech.jp/college/

Leverages Group

社会の課題を解決し関係者全員の幸福を追求し続けることをミッションに、インターネットメディア・人材・システ

ムエンジニアリング・M&A・不動産の領域で国や業界をまたいだ問題解決を行なっています。2005年に創業以
来、黒字経営を継続し2021年度は年商649億を突破しました。各分野のスペシャリストが集うオールインハウス
の組織構成と、業界を絞らないポートフォリオ経営で、時代を代表するグローバル企業を目指します。

本社所在地 ： 〒150-6190　東京都渋谷区渋谷2-24-12　
　　　　　　　渋谷スクランブルスクエア24階 25階
代表取締役： 岩槻知秀
資本金　　： 5,000万円
設立　　　： 2005年4月

https://levtech-direct.jp/
https://career.levtech.jp/
https://career.levtech.jp/expert/
https://rookie.levtech.jp/
https://rookie.levtech.jp/college/


事業内容　： 自社メディア事業、人材関連事業、システムエンジニアリング事業
　　　　　　 M&Aコンサルティング事業/ ASP/SaaS/クラウド関連事業
URL            : http://leverages.jp/

本リリースに関する報道関係のお問い合わせ

レバレジーズ株式会社　広報部

TEL： 03-5774-2900 MAIL： pr@leverages.jp

http://leverages.jp/

